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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】超音波診断装置を他の映像出力機器と同一のモ
ニターで使用する際に、それぞれの画像に最適なモニタ
ー設定で画像表示を行う超音波診断装置を提供する。
【解決手段】被検体に超音波を送受信して超音波検査を
行い、前記被検体からのエコー信号を超音波画像として
表示することにより被検体の検査を行う超音波診断装置
であって、前記超音波診断装置の外部から入力される画
像信号と前記超音波画像とを切り替えて観測モニター２
に出力する映像信号セレクタ１１と、この映像信号セレ
クタ１１の切り替え状態に応じて、観測モニター２に表
示設定情報を送信するモニター制御用ＣＰＵ９を具備す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送受信して超音波検査
を行い、前記被検体からのエコー信号を超音波画像とし
て表示することにより被検体の検査を行う超音波診断装
置であって、
前記超音波診断装置の外部から入力される画像信号と前
記超音波画像とを切り替えて表示手段に出力する切り替
え出力手段と、
この切り替え出力手段の切り替え状態に応じて、前記表
示手段に表示設定情報を送信する送信手段と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  被検体に超音波を送受信して超音波走査
を行い、前記被検体からのエコー信号を超音波画像とし
て表示することにより被検体の検査を行う超音波診断装
置であって、
前記超音波診断装置の外部から入力される画像信号と前
記超音波画像とを切り替えて表示手段に出力する第１の
切り替え出力手段と、
この第１の切り替え出力手段の切り替え状態に応じて、
前記超音波診断装置の外部から入力される記録制御信号
と、前記超音波診断装置の記録制御信号とを切り替えて
記録手段に出力する第２の切り替え出力手段と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  被検体に超音波を送受信して超音波走査
を行い、前記被検体からのエコー信号を超音波画像とし
て表示することにより被検体の検査を行う超音波診断装
置であって、
前記超音波診断装置の外部から入力される制御スイッチ
信号を、前記超音波診断装置または前記超音波診断装置
の外部に設けられた被制御機器に切り替えて出力する切
り替え出力手段を備えたことを特徴とする超音波診断装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】被検体に超音波を送受信して超音波検査
を行い、前記被検体からのエコー信号を超音波画像とし
て表示することにより被検体の検査を行う超音波診断装
置が従来より知られている。
【０００３】このような超音波診断装置において、外部
機器から入力した画像と超音波画像とを切り替え手段に
より切り替えて出力することにより同一のモニターに表
示したり、同一の記録手段にする記録する技術が提案さ
れている。
【０００４】また、外部制御スイッチを接続可能な超音
波診断装置が提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、外部機
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器から入力された画像と超音波画像とを切り替えて出力
することによりモニターを共有することは可能である
が、外部機器の画像と超音波画像との間で輝度レベルや
色の違いがあるときには、一方の画像が最適に表示され
るようにモニターの設定を調整すると、もう一方の画像
が見ずらくなる場合があった。
【０００６】また、外部機器から入力された画像と超音
波画像とを切り替えて出力する超音波診断装置は提案さ
れているが、画像の切り替え状態に応じて外部機器から
入力された記録制御信号と超音波診断装置による記録制
御信号を切り替えて出力する超音波診断装置はなく、制
御をも含めた記録手段の共通化が行えなかった。
【０００７】さらに、従来技術では超音波診断装置ごと
に外部制御スイッチを接続しており、他の機器と外部制
御スイッチとを共有できる超音波診断装置は提案されて
いなかった。
【０００８】本発明はこのような課題に着目してなされ
たものであり、その第１の目的とするところは、超音波
診断装置を他の映像出力機器と同一のモニターで使用す
る際に、それぞれの画像に最適なモニター設定で画像表
示を行う超音波診断装置を提供することにある。
【０００９】また、本発明の第２の目的は、表示手段に
送る画像信号の切り替え状態に応じて記録手段への記録
信号をも切り替えて出力することによって記録手段を共
有化し、操作性を向上させた超音波診断装置を提供する
ことにある。
【００１０】また、本発明の第３の目的は、外部制御ス
イッチを他の機器と共有することで、操作性を向上した
超音波診断装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記した目的を達成する
ために、第１の発明は、被検体に超音波を送受信して超
音波検査を行い、前記被検体からのエコー信号を超音波
画像として表示することにより被検体の検査を行う超音
波診断装置であって、前記超音波診断装置の外部から入
力される画像信号と前記超音波画像とを切り替えて表示
手段に出力する切り替え出力手段と、この切り替え出力
手段の切り替え状態に応じて、前記表示手段に表示設定
情報を送信する送信手段とを具備する。
【００１２】また、第２の発明は、被検体に超音波を送
受信して超音波走査を行い、前記被検体からのエコー信
号を超音波画像として表示することにより被検体の検査
を行う超音波診断装置であって、前記超音波診断装置の
外部から入力される画像信号と前記超音波画像とを切り
替えて表示手段に出力する第１の切り替え出力手段と、
この第１の切り替え出力手段の切り替え状態に応じて、
前記超音波診断装置の外部から入力される記録制御信号
と、前記超音波診断装置の記録制御信号とを切り替えて
記録手段に出力する第２の切り替え出力手段とを具備す
る。
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【００１３】また、第３の発明は、被検体に超音波を送
受信して超音波走査を行い、前記被検体からのエコー信
号を超音波画像として表示することにより被検体の検査
を行う超音波診断装置であって、前記超音波診断装置の
外部から入力される制御スイッチ信号を、前記超音波診
断装置または前記超音波診断装置の外部に設けられた被
制御機器に切り替えて出力する切り替え出力手段を備え
ている。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して詳細に説明する。
【００１５】（第１実施形態）図１は本発明の第１実施
形態の構成を示す図である。図１において、超音波診断
装置１は観測モニター２及び映像出力機器３に接続され
ている。外部入力装置としての映像出力機器３は、例え
ば他の診断装置や、ＶＴＲなど映像信号を出力する機器
であればその機種は問わない。コントロールパネル４
は、超音波診断装置１と一体型または別体をなす制御用
パネルで、超音波診断装置１の操作に使用する。機器選
択スイッチ５は、コントロールパネル４に含まれるスイ
ッチであり、超音波診断装置１と映像出力機器３のどち
らの映像を観測モニター２に出力するのかを選択するの
に使用する。以下では、実際の操作に従って超音波診断
装置１の内部構造を説明する。
【００１６】操作者が超音波診断装置１の電源をオンに
すると、ＣＰＵ６は映像信号セレクタ１１に対して制御
信号を送る。これに応答して映像信号セレクタ１１は映
像出力機器３の映像信号を観測モニター２に出力する。
これによって観測モニター２には映像出力機器３の映像
が表示される。映像信号セレクタ１１は、例えばリレー
のように制御信号のレベルに応じて接点をオン、オフす
るもので構成することができ、切り替え出力手段として
の機能を有する。
【００１７】操作者が機器選択スイッチ５により、超音
波診断装置１を選択すると、ＣＰＵ６はモニター制御用
ＣＰＵ９、制御信号セレクタ１０、超音波送受信回路
７、および映像信号セレクタ１１に制御信号を送る。当
該制御信号を送られた各回路は以下のような動作をす
る。
【００１８】超音波送受信回路７は、図示しない超音波
探触子を介して被検体に超音波を送信し、被検体から反
射してきたエコーを受信する。このエコー信号は、映像
信号生成回路８に送られ、この映像信号生成回路８によ
り超音波画像が生成される。映像信号セレクタ１１は、
映像信号生成回路８で生成された超音波画像を出力する
ように切り替わる。
【００１９】モニター制御用ＣＰＵ９は、後述するモニ
ター制御信号を生成する。制御信号セレクタ１０は、図
示しないスイッチによってモニター制御用ＣＰＵ９から
送られたモニター制御信号をスルー出力するように選択
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されている。制御信号セレクタ１０から出力されたモニ
ター制御信号は、観測モニター２に伝達され、観測モニ
ター２はモニター制御信号に応じて所望の動作をする。
以下では、モニター制御信号について説明する。
【００２０】モニター制御信号は、例えばＲＳ－２３２
Ｃ通信で構成することができる。送信手段としてのモニ
ター制御用ＣＰＵ９は、観測モニター２で定められたコ
マンドに基づいて、機器選択スイッチ５により選択され
ている機器に対応するＲＳ－２３２Ｃ信号を送信する。
送信されるコマンドには、例えば、映像入力チャンネル
の切り替え、輝度の調整、コントラストの調整、黒レベ
ルの調整、色調整、アンダースキャン／オーバースキャ
ン切り替えなどに関する表示設定情報がある。
【００２１】コマンドを受け取った観測モニター２で
は、コマンドに応じて、映像入力チャンネルの切り替え
や輝度の調整などを実行する。
【００２２】なお、以上の説明は、操作者が超音波診断
装置１の電源をオンにすると、直後から映像出力機器３
の映像が観測モニター２に表示される場合について行な
ったが、映像出力機器３の映像が表示されるタイミング
は、ＣＰＵ６から映像信号セレクタ１１に送られる制御
信号のタイミングにより調整可能であり、起動直後しば
らくは超音波診断装置１の映像を表示しておき、その
後、映像出力機器３の映像に切り替えることも可能であ
る。また、操作者が超音波診断装置１の電源をオンにし
たときの初期画像を超音波診断装置１の映像にするのも
同一の構成で容易に実現可能である。さらに、図示しな
いメモリに記憶させることで、操作者が超音波診断装置
１の電源をオンにしたときの初期画面を超音波診断装置
１の映像また映像出力機器３の映像から任意に選択させ
ることが可能である。
【００２３】なお、制御信号セレクタ１０は、図示しな
いスイッチの切り替え動作によって、ＣＰＵ６により生
成された通信信号を外部に出力することができる。この
とき、ＣＰＵ６は、制御信号セレクタ１０を介して外部
コンピュータと通信を行い、例えばソフトウェアの書き
替え等を行なうことができる。これにより、超音波診断
装置１は、１つの通信ポートを備えておけば観測モニタ
ー２または外部コンピュータと通信を行なうことが可能
となる。
【００２４】また、超音波診断装置１は、操作者が機器
選択スイッチ５により映像出力機器３を選択していると
きに、操作不要となるコントロールパネル４上のキーを
ソフトウェアによってキー操作が無効となる処理を行な
う。
【００２５】（第２実施形態）以下に図２を参照して本
発明の第２実施形態を説明する。超音波診断装置１３
は、観測モニター１４、外部機器としての映像出力機器
１５、外部制御スイッチ１６、および記録装置１７に接
続される。外部制御スイッチ１６は、例えばフットスイ



(4) 特開２００２－２３８８９４

10

20

5
ッチのように、コントロールパネルでの操作と併用され
るスイッチであり、超音波診断装置１３及び映像出力機
器１５の両方に対して制御を行なえるものである。記録
装置１７は、例えばＶＴＲや、ビデオプリンターのよう
に、映像信号を記録する装置である。
【００２６】超音波診断装置１３は、少なくとも図１に
示す超音波診断装置１と同じ構成を備えており、超音波
診断装置１３の映像または映像出力機器１５の映像を選
択して出力可能である。また、図１に示す映像信号セレ
クタ１１を２個備えることで、観測モニター１４に加え
て記録装置１７に対しても、それぞれの記録制御信号に
より超音波診断装置１３の映像または映像出力機器１５
の映像を選択して出力可能である。
【００２７】超音波診断装置１３は、図示しないスイッ
チ信号セレクタを備えており、外部制御スイッチ１６か
らの制御信号を映像出力機器１５に対しても送信するこ
とができる。スイッチ信号セレクタは、図１に示す映像
信号セレクタ１１と同様に、リレーなどにより構成する
ことができる。
【００２８】
【発明の効果】請求項１に記載の発明によれば、映像切
り替え手段の切り替え状態に応じてモニターの設定を調
整するようにしたので、超音波診断装置から出力される
超音波画像を最適なモニター設定で観測できるという効
果が得られる。
【００２９】また、請求項２に記載の発明によれば、表
示手段に送る画像信号の切り替え状態に応じて記録手段
への記録信号をも切り替えて出力するようにしたので記*
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*録手段を共有化でき、これによって操作性を向上させた
超音波診断装置を提供することができる。
【００３０】また、請求項３に記載の発明によれば、外
部制御スイッチを他の機器と共有化したので、操作性が
向上するという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の
構成を示す図である。
【図２】本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の
構成を示す図である。
【符号の説明】
１  超音波診断装置
２  観測モニター
３  映像出力機器
４  コントロールパネル
５  機器選択スイッチ
６  ＣＰＵ
７  超音波送受信回路
８  映像信号生成回路
９  モニター制御用ＣＰＵ
１０  制御信号セレクタ
１１  映像信号セレクタ
１３  超音波診断装置
１４  観測モニター
１５  映像出力機器
１６  外部制御スイッチ
１７  記録装置

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种超声诊断设备，当在与其他视频输出设备相同
的监视器上使用超声诊断设备时，对每个图像执行具有最佳监视器设置
的图像显示。 解决方案：该超声诊断设备通过向对象发送/接收超声波来
执行超声波检查，并且将来自对象的回波信号显示为超声图像，以便检
查对象。视频信号选择器11，用于在从超声波诊断装置的外部输入的图
像信号和超声波图像之间进行切换，并将图像信号输出到观察监视器2，
以及用于发送设置信息的监视器控制CPU 9。
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